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【方法】
2020年1月7-8日に、25歳以上の、調査会
社(マクロミル）登録会員を対象にインター
ネット調査を行った。
対象者の性別、年齢は、直近の国政調査
の結果に基づく人口動態に合わせ、医療
関係者は除外した。
質問は15問で、うち14問はあらかじめ設け
た選択肢から選ばせる方式を用いた。
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回答者 総計 2,060名【目的】
大規模インターネット調査により、
一般国民の漢方薬に関する現時点
での意識・使用経験を
詳細に調査する。
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漢方薬の服用経験
(選択肢）

漢方薬の入手経路
(選択肢、複数選択可）
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医師に処方してもらった

薬局やドラッグストア、インターネット、
通信販売で購入した

漢方の専門薬局で購入した

【結果1】



【結果2】

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

穏やかに効く

身体にやさしい

自然由来のものでできている

副作用が少ない

体質や症状などに合わせて使う薬を選べる

体質改善できる

日常の健康管理に役立つ

西洋薬と併用できる

眠くなりにくい

信用できる

現代医学で治療が難しい病気にも効きそう

日本人に合っている

値段が安い

速効性がある

香りに癒される

速効性がない

値段が高い

不味くて飲みにくい

長い間飲まないと効かない

効くのかよくわからない

嫌なにおいがする

自分にあった薬を選ぶのが難しそう

漢方に詳しい病院や薬局が少ない

粉薬なので飲みにくい

原料がよくわからない

西洋薬と比べて効果が弱い

食前・食間服用なので飲み忘れる

飲む量が多いので飲みにくい

副作用がある

原料が自然のものなので、品質が心配

信用できない

漢方薬のイメージ
(選択肢、複数選択可）

良いイメージ 悪いイメージ
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【結果3】 漢方薬について知っていること
(選択肢、複数選択可）
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薬局やドラッグストア、インターネットなどで販売している

医師が処方している

体質や症状などに合わせて使う薬を選ぶ

漢方薬によって味やにおいが異なる

漢方薬は医薬品である

健康保険が適用されている

漢方薬にも副作用がある

同じ病気でも、人によって違う薬を使うことがある

顆粒、錠剤、カプセル剤、液剤、煎じ薬などの種類がある

葛根湯は風邪以外の症状に使われることもある

複数の生薬の組み合わせでできている

漢方治療では、脈や舌を診たり、お腹を触ったりすることがある

日本独自の伝統薬である

生薬を使った薬がすべて漢方薬というわけではない

薬膳は漢方薬ではない（※薬膳：食材や生薬を組み合わせた料理）

がんや認知症の患者に使われる漢方薬がある

いずれも知らなかった

ドクダミは漢方薬ではない
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【結果4】
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自分に合った漢方薬の選び方

副作用
使われる病気・症状

安全性
他の薬などとの飲み合わせ

効く仕組み
漢方薬に詳しい医師・薬剤師

西洋薬より優れている点
含まれる成分

他の薬（違う種類の漢方薬や西洋薬）との使い分け
原料の産地

西洋薬より劣っている点
入手方法

主な漢方薬メーカー
品質管理方法

製造地

製造方法
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自分に合った漢方薬が選びやすくなること

品質は変わらずに、もっと値段が安くなること

日々の健康増進・病気の予防に役立つこと

漢方薬に詳しい医師が増えること

漢方薬に詳しい薬剤師が増えること

漢方薬に関する情報が幅広く収集できること

現代医療での治療に苦慮している病気の治療に役立つこと

医療の現場で病気の治療に役立つこと

漢方薬の入手経路が増えること

服用量が減る、錠剤が小さくなるなど、もっと飲みやすくなること

漢方薬について学ぶ機会が増えること

漢方薬について知りたいこと
(選択肢、複数選択可）

今後、漢方薬に期待すること
(選択肢、複数選択可）



【結果5】 一般用漢方
(一般用漢方薬服用経験者 792名のみに質問、選択肢、複数選択可）

購入理由 服用経験のある処方
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手軽に試せるから

医師に相談するほどでは
ないと思うから

家族・知人に勧められたから

薬局で勧められたから

テレビCMや広告を見て
良さそうだったから

忙しくて病院やクリニックに
行く暇がないから

西洋薬を飲むのが嫌だから

医師に処方されることを
知らなかったから
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【考察】

• 漢方薬服用経験者は多いものの、漢方薬を医薬品として正しく認識し
ているとは限らなかった。

• 漢方薬に関する認知は、OTC医薬品としての方が高く、医療用漢方製
剤は、服用はしているものの、医師の処方により受動的に服用してお
り、漢方薬と強く意識しないで服用している者が一定数いると考えられ
た。

• 自分に合った漢方薬の選び方を知りたいとの要望が多かった

• 漢方薬メーカーや薬剤師など医療関係者が、漢方薬の正しい情報を
伝えていくことが重要であると考えられた。
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